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THE NEXT
― つながっていく、わたしたちの物語

　本年の「二十歳を祝う会・新年会」はTKPガーデンシティ千
葉で開催され、社会福祉法人みらい工房グループの利用者・ご
家族様、職員の総勢166名が集まり、盛大に執り行われまし
た。６名の方が二十歳を迎え、平井理事長より花束、及び記念
品の贈呈を受けると、カメラに向かって素敵な笑顔を見せてく
ださる利用者様も。お子様の晴れやかな姿に目頭を熱くされる
ご家族様もいらっしゃったことでしょう。また、毎年恒例の利
用者様一泊旅行では、各事業所が趣向を凝らした旅行・宴会プ
ランでリフレッシュされたようです。　本号ではーとやのパン
に関する記事を担当されたのは渡部部長。みらい工房はまだま
だ成長過程、過渡期にある、とコメントをいただきました。ま
さに飛ぶ鳥を落とす勢いというと少し言い過ぎですが・・・こ
れからも地域に末永く愛される法人で在り続ける為、平井理事
長の〝地味に地道に〟という言葉を胸に、来年度に歴史のバト
ンを渡していきます。
                　　　　　　　令和7年度　広報委員会　広報誌担当　       

 

彼
に
は
毎
日
⽋
か
せ
な
い
約
束
事
が
あ
る
・
・
・

　
彼
は
自
宅
か
ら
事
業
所
ま
で
徒
歩
と
電
車
で
約
４
０
分
掛
け
ひ
と
り

で
通
っ
て
く
る
。
到
着
す
る
や
二
階
に
駆
け
上
が
り
、
他
利
用
者
、
支

援
者
へ
の
朝
の
挨
拶
よ
り
先
に
す
る
こ
と
は
、
携
帯
で
自
宅
へ
電
話
を

す
る
こ
と
だ
。　「
も
し
も
し
〇
〇
で
す
。
今
着
き
ま
し
た
。　
ビ
ィ
ー
！
　

ビ
ィ
ー
！
」
親
御
さ
ん
と
話
し
安
心
し
た
様
子
で
彼
の
一
日
が
始
ま
る
。　

〝
仕
事
〟
と
は
毎
日
同
じ
こ
と
を
繰
り
返
す
こ
と
だ
。
同
じ
時
間
に
同

じ
ル
ー
ト
で
出
勤
す
る
こ
と
、
家
へ
電
話
す
る
約
束
を
彼
は
忘
れ
ず
実

行
し
て
い
る
。
そ
し
て
何
よ
り
彼
は
休
む
こ
と
は
な
い
。
そ
ん
な
彼
が

通
う
『
は
ー
と
や
の
パ
ン
』
と
は
・
・
・
。　

 

『
は
ー
と
や
の
パ
ン
﹄
は
多
機
能
型
事
業
所
と
し
て
﹁
働
く
こ
と
﹂
を

基
本
に
据
え
、
パ
ン
の
製
造
・
販
売
事
業
と
業
者
か
ら
の
受
注
で
の
作

業
を
中
⼼
に
⾏
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
事
業
は
消
費
者
及
び
企
業
と
の

信
頼
無
く
し
て
は
成
り
⽴
た
ず
、
⽇
々
緊
張
感
を
も
っ
て
利
⽤
者
、
⽀

援
者
は
取
り
組
ん
で
い
る
。
そ
の
緊
張
感
の
成
果
は
毎
⽉
の
⼯
賃
と
し

て
利
⽤
者
に
⽀
払
う
こ
と
が
で
き
て
い
る
。
利
⽤
者
は
毎
⽉
２
５
⽇
を

楽
し
み
に
し
て
お
り
⼤
事
な
⽇
で
あ
る
。

　
ま
た
『
は
ー
と
や
の
パ
ン
』
は
昨
年
度
、
新
た
な
活
動
の
場
と
し
て

千
葉
県
庁
の
裏
側
に
出
張
所
﹁
Ｌ
ａ
ｍ
ｐ
﹂
を
オ
ー
プ
ン
し
た
。
軽
⾷

等
を
提
供
す
る
憩
い
場
所
で
あ
る
。
リ
ピ
ー
タ
ー
も
少
し
ず
つ
増
え
⼿

応
え
を
感
じ
つ
つ
あ
る
。
利
⽤
者
が
⽇
々
接
客
を
通
し
て
ス
キ
ル
の
向

上
を
⽬
指
す
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
当
法
⼈
の
基
本
理
念
の
具
現
化
の
ひ

と
つ
と
し
て
出
張
所
﹁
Ｌ
ａ
ｍ
ｐ
﹂
が
地
域
福
祉
の
交
流
・
発
信
の
場

に
な
る
こ
と
を
⼤
い
に
期
待
し
た
い
。
そ
の
た
め
の
出
張
所
﹁
Ｌ
ａ
ｍ

ｐ
﹂
で
も
あ
る
。

　
一
日
の
仕
事
が
終
わ
り
、
帰
り
支
度
を
済
ま
せ
る
と
、
お
も
む
ろ
に

肩
掛
け
袋
か
ら
携
帯
を
取
り
出
す
。　「
も
し
も
し
〇
〇
で
す
。
こ
れ
か

ら
帰
り
ま
す
。　
ビ
ィ
ー
！
　
ビ
ィ
ー
！
」
そ
し
て
満
面
の
笑
顔
で
ハ
イ

タ
ッ
チ
を
交
わ
し
事
業
所
を
後
に
す
る
。
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おおぞら
小田原鈴廣かまぼこの里では、かまぼこ作り体験に挑戦

しました。ご自分で作ったできたてかまぼこを皆様おい

しそうに召し上がりました。宿泊ホテルは南風荘。美味

しいごはんと広い温泉でリフレッシュできました。忍者

バス（水陸両用バス）は、怖がる方もいましたが、天候

にも恵まれ最高の景色を堪能しました。名物の金時饅頭

をお土産に、箱根湿生花園でのんびり散策し、色々な植

物を見つける事ができました。

　          みらい⼯房おおぞら∕秋元泰明

だいち
栃木県のおさるランド（日光猿軍団）とあしかがフラワ

ーパークに行ってまいりました。おさるランドでは、か

わいい小猿と一緒に記念撮影ができました。あしかがフ

ラワーパークでは、その名の通りたくさんの種類の綺麗

な花を観賞し皆で感動を共有しました。カメラを向ける

と見せて下さる利用者様の笑顔が印象的で、とても良い

思い出になりました。　 みらい⼯房だいち∕若菜康太郎



We Are Here

SCENE.
はーとやのパン

「いい出会い、いい旅は、人を成長させてくれる」

 非日常を求めて旅に出た。雄大に、そして厳かにたたずむ霊峰富士のふも
と山梨。民話に出てきそうな景色と、毎朝ばあちゃんが摘んでくるよもぎ

の団子が印象的だった“忍野八海”
戦の非常食に、信玄が持参したという“信玄餅”
走行予定時速５００ｋｍ「磁力で浮く？」を実体験した“リニア見学センタ
ー”「東京にもあったんだ（by福山雅治）」と思わせた武蔵野の“森深大寺”
でも、一番の思い出は“お風呂と宴会！”湯上りのアイスキャンディーの味。
今日のために温めてきた究極の1曲。そして、宴会紅白、大トリ渡部部長と
オールスターズによる“泳げたいやきくん”
お土産は、「ひとまわり⼤きくなった利⽤者の表情」かも…ね。
　Cafe＆Community Space Lamp ⻄山克也（はーとやのパン サテライト店）



The look on her face said it all

THE
LOOK.

10月23⽇、24⽇と⽇光・那須方⾯へ1泊旅⾏！
旅⾏中は、天候にも恵まれ良い天気の中で利⽤

者様も職員も楽しく⼯程を終えることが出来ま

した。1⽇⽬は、宇都宮餃子さつきにて昼食を頂
き、皆満腹！昼食の後は、千本松牧場にて広⼤

な敷地内を散策しながら、ソフトクリームを堪

能しました！長距離移動を経て、ホテルに到

着！！乃⽊温泉ホテルに宿泊し職員・利⽤者様

で温泉にゆっくり浸かり、美味しいご飯も食

べ、穏やかなひと時を過ごしました。2⽇⽬
は、道の駅⽇光からスタート！！その⼟地の食

べ物や、お⼟産を楽しそうに購入されている姿

が印象的でした。昼食は、⽇光水⾞蔵にてお蕎

⻨を頂きました。素敵な景色を楽しみながらの

昼食となりました。来年も、みんなで楽しめる

素敵な旅⾏を計画できればと思います！

　         みらい⼯房∕佐久間蒼平

おゆみ  ・  つむぎ

つむぎの一泊旅⾏は山梨県・河⼝湖エリアへ

⾏ってまいりました！山梨と言えばほうとう

うどん！10⽉16⽇の昼食は、有名店“ほうとう
不動”河⼝北本店で名物ほうとうを堪能し身体
もぽかぽか温まりました。晴天の当⽇、昼食

後は遊覧船で河⼝湖を⼀周し、⾵や湖におち

る光、⽊々の様子で秋の気配を皆で感じまし

た。お宿は“⽯和びゅーほてる”です。気心知れ
た仲間と、懐⽯料理を囲み宴会をしました。

⾵情溢れる⽇本庭園を眺めながら、露天⾵呂

で⽇々の疲れを癒すことができました。

翌日、10⽉17⽇は多摩動物公園で、様々な動
物たちを鑑賞し、アクティビティを愉しみま

した。⾃然豊かな東北牧場のビュッフェレス

トランでは、皆様お腹いっぱい、おいしい食

事を愉しみ、心も身体も⼤満⾜な旅⾏となり

ました。みらい⼯房つむぎ∕金坂達也
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